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トコブシの成長について

大場俊雄

トコブシの増殖対策を検討し実施するには、生態の

基礎的事項の一つである成長についての情報を十分把

握しておくことが肝要である。

しかるに、トコブシの成長に関しては、これまでに

移殖試験J}標識放流試験 21による報告、中目立す成長、31第

1齢の大きさ 41についての報告及ひ、飼育試!lfri4.5)による

報告などが告されているにとどまり、成長についての

知見は決して十分とはいい難い。

著者は千葉県産トコブシの成長について調査し、若

干の知見を得たので、ここに報告する。

材料及び方法

{共試材料は千葉県館山市i中島周辺で1962年3月から

1965年10月までの聞に、磯採集または潜水して採集し

たトコブシSulculllsdi即日ic%rαquutilis(REEJ'E )313!悶{本

である。それらの殻長範囲は4.26~9.1&mであった。

材料の貝殻を電気マッフル炉で、ほ 1;f650~750.Cの

範囲で約10~15分間強熱した後、指で貝殻を圧し、貝

殻が分離する部分までの長さをそれぞれ測った。測定

は1965年7月及び1966年1月に千葉県水産試験場の実

験室で行った。

結果及び考察

強熱した貝殻を圧して分離する部分ごとに、その長

さの頻度分布を図示すれば図1のようになる。また分

離した部分までのそれぞれの平均の長さは表 Iに示す

とおりである。

表 1 分離する部分の平均の長さ

分離する部分 長さ (cm)

1 2.78土0.044

2 4.59:1:0.050 

3 5.75士0.062

4 6.80:1:0.110 

5 7.85:1:0.266 

* カイ二乗検定、 5%の危険率で有意の差はない
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図 1 分隊する部分別の長さの頻度分布

・は螺項ffilJh、ら数えて第 1番目、 0第2番目、

×第 3番目、ム第4番目、口第5番目に分離す

る部分を示す

ミミ力、イ科の年齢査定法のーっとして貝殻に形成さ

れている年輪を利用する方法は、クロ7ワピでは高
山 61 藤本

カアワピでは高山 6でJキポ.，r~エゾアワピで、は宇ぽ把 5臼akai剖I 可
藤本7町)らによつて行われている。高山の方法は貝殻を

十分焼き子で圧して年輪のところから剥離させその最

長端の長さを測定する方法であり、 Sakai もこの方法

を一部採用している。林及びSakai は貝殻の切片標本

をつくって観察し、藤本は電灯光で貝殻を透かしみで

それぞれ年輸を判読している。

トコブシの場合、年輪形成時期、年輪と疑年輪との

識別法などカ河童定しておらず、貝殻を強熱して分離す

る部分が年輪か否か明らかではないが、{反にこの部分

を年輪として表 Iの結果を使ってWalfordの定差図によ

り極限殻長を求めると、図2に示すように 11.56cmと

なる。

トコブシの成長式としてBertalanffyの成長式を当て

はめると、 e(tド11.56(1-e -0・210Ht+O.3叩4))が得

られる(図 3)。ただしe(t)は殻長(cm)、 tは年齢で

ある。誤1比した範囲では、実i則f直と推定値との適合度

は高しえ
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図2 分離する部分の長さの定差図
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図3 トコブシの成長曲線

・は実i<<rj(r直を示す

以上によって、第 1番目の分離する部分の平均の長

さ(実測値)は2.7&mという{直を得たが、この大きさ

はふ化幼生から飼育した満 1年目の最もJj記長のよかっ

た!同体の殻長2.6&mとほぼ壬宜し、また天然稚貝の連

続採集調査から得られた第 1齢の殻長2.20-2. 7!kmと

も近似している針。

また、採限殻長は11.5&:mと計算された。これに対し

て、[共試材料を採集した館山市j中島における採集{国体

の最大殻長は、著者が調査した限りで、は10.2&:m(採集

U 1965年7月18日、性別推)であり、核限殻長より

1.3cm小さかった。トコブシの大型倒件、についての採集

記録は表2に示すとおりである。推定した極限殻長と

採集された最大個体の殻長とがほぼ一致している。そ

れぞれの採集地で生息環境や群密度などが異なり、採

集年月も違っているので、一概に断定できないが、こ

れらから千葉県産トコブシの最大型は殻長11-1l加と

考えてよいように，思われる。

表2 大型トコブシの採集記録

殻長(，，)重量(g)性別 採集年月日 採 集 地

10.26 雄 1965.7.18 千葉県館山市j中島

10.43 204.5 雌 1964.6. 8 千葉県安房郡千倉町平磯

10.63 雄 1965.6.23 千葉県安房郡千倉町川口

10.84 165.7 雌 1964.7.6 千葉県安房郡白浜町小戸

11.63 179.2 雄 1965.7.29 千葉県責富山市1H崎

年齢と成長との関係を明らかにするには、一方法だ

けによって追求すべきではなく、いくつかの方法を並

閉して検討すべきであることはいうまでもない。今後

トコブシの年齢と成長について、年齢形質i去を更に吟

味するとともに、 Peterseu?;去、標識放流法、飼育法等

によっての調査がなされねばならない。

要 約

1 )千葉県館111市j中島周辺で採集したトコブシの貝

殻を電気マップル炉で強熱した後、指で員殻を圧し、

只殻が分離する吉:/5分までの長さをそれそれ測定して、

その測定値からトコブシの成長を推定した。

2 )取り扱った材料の範囲では、強熱した員殻を圧

して分離する部分までの長さはそれぞれ 2.78:1:0.044
8 
年 cm、4.59土0.05Ocm、5.75士0.062cm、6.80土0.110cm、

7.85士0.26&:mであった。

3 )これらの分離する部分を年輪であると考えて、

WaIfordの定差図により極限殻長を求めると 11.5&:m

となり、 トコブシの成長式としてBertalanffyの成長
-O.2104{ t +0.320-0、

式を当てはめ、 e(t)=11.56( 1-e 、 ， ) 

をf号た。

4 )極限殻長と採集した大型トコブシの殻長とを比

較し、千葉県産トコブシの最大型は11-12cmと推測し

た。
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